
令和８年（２０２６年）１月２５日 こだいら 市 議 会 だ よ り 6

一般質問

不登校生徒が安心して学校生活を送ることができるように支援する
チャレンジクラス「上水さくら学級」（上水中学校１階）

不
自
然
な
契
約
、高
す
ぎ
る
落
札
率
。

官
製
談
合
が
疑
わ
れ
る
レ
ベ
ル

伊
藤　

央
議
員

（
一
人
会
派
と
維
新
の
会
）

（
仮
称
）
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、 

市
民
の
福
祉
向
上
を
求
め
る

質
問　

（
仮
称
）
公
契
約
条
例
制
定

に
向
け
て
検
討
委
員
会
の
設
置
等
を

行
い
、
条
例
制
定
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

公
契
約
条
例
に
は
、
労
働
者

の
賃
金
や
労
働
条
件
の
適
正
化
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
な
ど
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、
事
業
者
の
事
務
負
担
増
加

や
条
例
適
用
を
受
け
な
い
地
域
で
の

契
約
に
お
け
る
競
争
力
の
低
下
な
ど

を
懸
念
す
る
見
解
も
あ
る
。
そ
の
影

響
を
受
け
る
事
業
者
も
少
な
く
な
い

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
事
業
者
と
の

意
見
交
換
を
重
ね
、検
討
し
て
い
く
。

差
別
や
排
外
主
義
の
な
い 

多
文
化
共
生
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

質
問　

市
と
し
て
多
文
化
共
生
社
会

を
目
指
す
に
当
た
り
、
デ
マ
や
偽
の

情
報
で
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
理
由

で
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を

あ
お
る
よ
う
な
不
当
な
差
別
的
発
言

は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

第
四
次
長
期
総
合
計
画
で
、

様
々
な
文
化
及
び
国
籍
等
の
違
い
を

超
え
て
互
い
を
尊
重
し
、
地
域
全
体

で
多
様
性
を
包
み
込
み
、
地
域
で
共

に
生
き
る
温
か
い
暮
ら
し
づ
く
り
を

目
指
す
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不

当
な
差
別
的
発
言
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

仮
称
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
／

差
別
の
な
い
多
文
化
共
生
社
会
を

三
輪
博
美
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

不
自
然
と
思
え
る
複
数
の 

公
共
工
事
に
お
け
る
契
約
に
つ
い
て

質
問　

①
四
小
通
り
の
雨
水
流
出
抑

制
施
設
設
置
工
事
に
お
い
て
入
札
不

参
加
の
事
業
者
と
随
意
契
約
を
締
結

し
た
こ
と
は
正
当
か
。

　

②
市
は
受
注
業
者
の
登
録
情
報
に

つ
い
て
実
態
確
認
を
し
て
い
る
か
。

　

③
四
小
通
り
、
東
た
か
の
道
の
工

事
受
注
業
者
の
令
和
６
、
７
年
度
の

受
注
件
数
と
落
札
率
ま
た
は
予
定
価

格
に
対
す
る
契
約
金
額
の
割
合
は
。

　

④
６
年
度
及
び
７
年
度
に
市
が
発

注
し
た
公
共
工
事
の
件
数
と
落
札
率

が
９９
％
を
超
え
た
も
の
の
件
数
は
。

市
長　

①
入
札
参
加
事
業
者
以
外
に

も
聞
き
取
り
を
行
い
選
定
し
た
。
正

当
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
登
録
情
報
は
、
東
京
電
子
自
治

体
共
同
運
営
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
の

資
格
審
査
を
経
て
お
り
、
市
独
自
で

審
査
及
び
実
態
調
査
は
し
て
い
な
い
。

　

③
四
小
通
り
の
業
者
は
７
年
度
の

１
件
の
み
で
予
定
価
格
に
対
す
る
契

約
金
額
の
割
合
は
９９
・６９
％
で
あ
る
。

東
た
か
の
道
の
業
者
は
６
年
度
２
件

で
、
落
札
率
ま
た
は
予
定
価
格
に
対

す
る
契
約
金
額
の
割
合
は
９９
・
９７
％

と
９９
・
６４
％
で
あ
る
。
７
年
度
は
３

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
９９
・
０９
％
、
９０
・

９０
％
、
９９
・
６８
％
で
あ
る
。

　

④
６
年
度
は
契
約
件
数
３３
件
の
う

ち
、
９９
％
超
え
は
１０
件
、
７
年
度
は

１１
月
１３
日
時
点
で
契
約
件
数
３７
件
の

う
ち
、
９９
％
超
え
は
１７
件
で
あ
る
。

集
会
施
設
は
無
料
維
持
を
／

会
計
年
度
任
用
職
員
も
働
き
や
す
い
職
場
へ

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

集
会
施
設
等
の
利
用
者
負
担
は 

無
料
を
維
持
す
べ
き

質
問　

①
集
会
施
設
等
の
利
用
者
負

担
の
見
直
し
に
係
る
考
え
方
の
整
理

の
検
討
状
況
は
。

　

②
２０１９
年
の
市
民
意
見
交
換
会
で
出

さ
れ
た
意
見
に
基
づ
き
検
討
す
る
か
。

　

③
公
民
館
の
利
用
者
負
担
の
見
直

し
を
す
る
場
合
は
、
公
民
館
運
営
審

議
会
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
。　

市
長　

①
整
理
を
行
う
に
当
た
っ
て

必
要
と
な
る
観
点
な
ど
に
つ
い
て
情

報
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
市
民
意
見
交
換
会
等
で
の
意
見

も
踏
ま
え
て
考
え
方
を
整
理
す
る
。

教
育
長　

③
今
後
の
状
況
に
応
じ
て

判
断
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
も
含
め
、
誰
も
が 

働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る
た
め
に

質
問　

①
会
計
年
度
任
用
職
員
（
専

門
職
）
の
報
酬
額
は
常
勤
職
員
の
給

料
表
に
基
づ
い
て
決
め
て
い
る
か
。

　

②
令
和
６
年
度
に
勤
務
年
数
が
５

年
と
な
っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員（
専

門
職
）
の
う
ち
、
７
年
度
も
継
続
し

て
勤
務
し
て
い
る
人
数
は
。

　

③
会
計
年
度
任
用
職
員（
専
門
職
）

の
報
酬
決
定
に
職
務
経
験
等
の
要
素

は
考
慮
さ
れ
る
か
。

市
長　

①
職
務
の
性
質
や
常
勤
職
員

の
給
与
等
を
考
慮
し
て
お
り
、
常
勤

職
員
の
給
料
表
を
基
に
定
め
て
い
る
。

　

②
５７
人
で
あ
る
。

　

③
考
慮
し
て
い
な
い
。

不
登
校
支
援
と
多
様
な
学
び
場
整
備
／

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

中
倉
茂
和
議
員

（
市
議
会
れ
い
わ
新
選
組
）

不
登
校
支
援
と
多
様
な 

学
び
の
場
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
上
水

さ
く
ら
学
級
の
成
果
と
課
題
は
。

　

②
学
び
の
多
様
化
学
校
（
不
登
校

特
例
校
）
へ
の
市
の
認
識
は
。

教
育
長　

①
成
果
は
、
不
登
校
生
徒

が
友
人
や
教
員
と
の
良
好
な
人
間
関

係
を
築
け
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
課

題
は
、
入
級
し
た
が
登
校
状
況
の
改

善
が
見
ら
れ
な
い
生
徒
に
対
す
る
効

果
的
な
支
援
方
法
の
検
討
で
あ
る
。

　

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
上
水
さ
く

ら
学
級
は
、
７
年
度
か
ら
国
の
研
究

開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
て
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る

不
登
校
特
例
校
で
あ
る
学
び
の
多
様

化
学
校
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

現
在
の
不
登
校
施
策
の
充
実
に
努
め
、

不
登
校
生
徒
へ
の
支
援
を
進
め
る
。

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン 

導

入

に

つ

い

て

質
問　

①
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
導
入
に
関
す
る
市
の
見
解
は
。

　

②
モ
デ
ル
園
を
設
定
し
実
証
導
入

す
る
な
ど
効
果
を
検
証
し
て
は
。

市
長　

①
施
設
の
方
針
や
保
育
士
の

体
制
、
こ
ど
も
の
状
況
、
保
護
者
の

要
望
な
ど
が
様
々
で
あ
る
た
め
、
定

額
サ
ー
ビ
ス
導
入
は
各
施
設
で
判
断

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
既
に
導
入
し
て
い
る
施
設
か
ら

状
況
を
聞
い
て
お
り
、
現
在
、
市
で

実
証
導
入
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
ど
も
の
権
利
を
保
障
し
心
豊
か
に 

成
長
で
き
る
小
平
市
で
あ
る
た
め
に

質
問　

①
仮
称
こ
ど
も
条
例
制
定
の

意
義
の
捉
え
と
期
待
す
る
効
果
は
。

　

②
同
条
例
の
制
定
に
関
わ
る
メ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

①
こ
ど
も
の
権
利
保
障
や
こ

ど
も
の
意
見
を
反
映
し
た
施
策
を
実

施
し
て
い
く
上
で
意
義
が
あ
り
、
こ

ど
も
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

②
関
係
課
で
構
成
す
る
こ
だ
い
ら

こ
ど
も
・
若
者
み
ら
い
プ
ラ
ン
庁
内

推
進
委
員
会
で
素
案
を
検
討
す
る
想

定
で
あ
る
。
公
募
市
民
を
含
む
青
少

年
問
題
協
議
会
か
ら
の
意
見
聴
取
や
、

こ
ど
も
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
で
き

る
限
り
設
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

小

平

市

の

農

業

を 

も
っ
と
も
り
立
て
る
た
め
に

質
問　

①
認
定
農
業
者
制
度
認
定
の

効
果
と
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
は
。

　

②
有※５機
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得
へ
の
認
識
は
。

　

③
エ
コ
農
産
物
認
証
を
進
め
て
は
。

市
長　

①
効
果
は
農
業
所
得
の
増
加

や
農
業
の
効
率
化
で
あ
る
。
農
家
の

多
く
が
認
定
更
新
を
し
て
お
り
、
一

定
の
成
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

②
意
義
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
情
報
提
供
な
ど
し
て
い
る
が
、

農
家
の
負
担
が
大
幅
に
増
え
る
た
め
、

認
証
取
得
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

③
説
明
会
で
情
報
提
供
し
て
お
り
、

相
談
が
あ
れ
ば
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

こ
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
／

小
平
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

指
定
収
集
袋
値
下
げ
等
を
求
め
る
／

市
長
が
標
榜
す
る
防
災
日
本
一
と
は

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

指
定
収
集
袋
の
値
下
げ
と 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
袋
の
無
料
化
を

質
問　

①
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な

い
ご
み
の
指
定
収
集
袋
の
料
金
設
定

は
多
摩
２６
市
の
中
で
一
番
高
い
の
か
。

　

②
８７
の
政
策
に
は
、
ご
み
袋
有
償

化
後
の
ご
み
減
量
の
効
果
測
定
を
し
、

早
期
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
、
ご

み
袋
全
体
の
料
金
見
直
し
を
行
う
と

あ
る
が
、
い
ま
だ
に
料
金
の
見
直
し

等
は
な
い
。
約
束
を
守
る
べ
き
で
は
。

市
長　

①
本
市
を
含
め
１４
市
が
１
㍑

当
た
り
２
円
と
最
高
設
定
額
で
あ
る
。

　

②
第
四
次
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
で
見
直
し
の
検
討
を
し
て
い
る
。

ご
み
減
量
効
果
等
を
検
証
し
、
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
意
見
も
踏

ま
え
、手
数
料
は
妥
当
と
判
断
し
た
。

市
長
の
標
榜
す
る
防
災
日
本
一
と
は

質
問　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

都
市
計
画
道
路
な
ど
の
大
型
事
業
や

新
規
建
設
を
抑
制
し
、
イ
ン
フ
ラ
な

ど
の
老
朽
化
対
策
、
耐
震
化
事
業
に

対
し
て
重
点
的
で
優
先
的
な
予
算
配

分
を
行
う
防
災
優
先
の
ま
ち
づ
く
り

へ
と
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長　

現
在
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
よ
る
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
更
新
や
改
修
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
よ
る
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能

強
化
や
延
焼
遮
断
帯
の
形
成
、
避
難

路
の
確
保
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
防

災
・減
災
に
資
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

空
き
家
等
対
策
課
題
と
市
民
の 

居
場
所
と
し
て
利
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

質
問　

市
民
や
自
治
会
か
ら
空
き
家

等
の
防
犯
面
や
破
損
物
の
飛
散
に
つ

い
て
相
談
が
あ
る
。
相
談
窓
口
か
ら

対
応
の
流
れ
、
実
際
の
行
動
、
対
応

完
了
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
分
か
り

や
す
く
す
る
工
夫
が
必
要
だ
が
、
対

応
方
法
と
課
題
に
つ
い
て
見
解
は
。

市
長　

近
隣
の
空
き
家
等
に
関
す
る

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
ず
は
職
員

が
現
地
を
確
認
し
、
周
囲
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
空
き
家
等
の
所
有
者
等
を
特

定
し
、
現
地
の
写
真
を
添
え
て
文
書

を
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
管

理
を
依
頼
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
所
有
者
等
の
特
定
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
や
、
市
か
ら
の
働
き
か
け

に
対
し
て
、
す
ぐ
に
対
応
し
な
い
所

有
者
等
も
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
央
エ
リ
ア
等
の
事
業
規
模
を 

見

直

す

べ

き

質
問　

中
央
エ
リ
ア
は
、
計
画
の
変

更
や
事
業
費
の
上
限
額
を
設
け
る
べ

き
だ
が
計
画
の
見
直
し
へ
の
見
解
は
。

市
長　

近
年
の
急
激
な
物
価
高
騰
や

人
件
費
上
昇
の
影
響
で
、
公
共
施
設

の
更
新
に
必
要
な
経
費
も
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
直
近
の
財
政

状
況
と
事
業
経
費
の
最
新
の
見
通
し

を
踏
ま
え
、慎
重
に
検
討
、判
断
し
、

見
直
し
を
含
め
た
調
整
を
行
っ
て
い

く
必
要
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

空
き
家
等
対
策
へ
の
課
題
は
／

中
央
エ
リ
ア
は
事
業
規
模
を
見
直
す
べ
き

細
谷　

正
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）


